
きのこ雲〔長崎原爆資料館所蔵 撮影：松田 弘道〕 

長崎市とインターネット回線で結び、ライブ配信方式で開催致します。 

チラシ裏面の注意事項をご確認の上、お申し込み下さい。 

 ●お問い合わせ：秋田市企画調整課 018-888-5464 / ro-plmn@city.akita.lg.jp 

主催：秋田市 協力：国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館、土崎港被爆市民会議、公益財団法人長崎平和推進協会 

後援：平和首長会議、日本非核宣言自治体協議会、秋田県教育委員会、秋田市教育委員会 

平和祈念像 

以下にご留意の上、秋田市役所の本イベントページ、 

またはQRコードからお申し込み下さい。 

申込期間：7月1日（木）～7月18日(日) 

定  員：100名様（先着） 
申込完了後、イベントに参加するためのご案内とリンクのメールをお送り致します。 

秋田市 被爆証言講話会 

１．長崎被爆体験講話者 山田一美さんによる講話 

2．土崎空襲体験講話者 伊藤津紀子さんによる講話 

ほか質疑応答があります。 
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松山町の高台から浦上天守堂方面を望む 

〔長崎原爆資料館所蔵 撮影：林 重男〕 

 昭和20年（1945年）8月9日午前11時2分、長崎市に投下された原子

爆弾は、一瞬にして都市を壊滅させ、幾多の尊い生命を奪いました。また、

秋田では、終戦前夜の8月14日から15日未明にかけて、土崎地区に1万2

千発を超える爆弾が投下され、この空襲

は、「日本最後の空襲」と呼ばれています。 

 秋田市はこのような悲劇を二度と繰り返してはならないとの思いから、体

験者の講話や原爆被災写真・土崎空襲資料の展示を通して、その事

実を次世代に語り継ぎます。 

土崎空襲後の日本石油秋田製油所 

Zoomを利用したオンライン講話会に参加いただくための注意事項 

視聴環境 

・本講話会への参加には、参加者ご自身によるWi-Fiなどのインターネットに接続出来る環境と、パソコン、タブレット、スマートフォンなどの視聴端末の準
備が必要となります。 

Zoomウェビナー※について 

・参加には事前申込みが必要です。表面のQRコードまたは、秋田市ホームページから直接お申し込み下さい。申込み後、確認のメールが自動で配信さ
れますので、内容に従って当日ご参加下さい。 

・事前にZoomをダウンロードの上、インストールをお願いします。パソコンのブラウザからであればインストールすることなく参加出来ますが、機能が制限さ
れる場合があります。https://zoom.us/download 

・参加者の皆様のお顔が映ることはありません。 

・質疑応答（Q&A）機能を使って、参加者はホストやパネリストに質問する事が出来ます。 

※ウェビナーとは、ウェブとセミナーを組み合わせた造語で、インターネット上で行われるセミナーの事です。 

個人情報の取扱いについて 

・Zoomのサービス規約の内容をご確認いただき、同意の上、氏名、メールアドレスを登録し、ご参加下さい。https://zoom.us/jp-jp/terms.html 

その他 

・運営当日、何らかの理由で通信が中断し、復旧が出来なくなった場合には、やむをえず内容を変更あるいは中止させていただくことがございますの
で、あらかじめご了承下さい。 

・申込時のアンケートの回答情報については、個人情報を利用しない形で、今後のイベントの参考にさせていただきます。 

・参加者による本講話会の撮影・録画・録音は禁止させていただきます。 

・本講話会を録音・録画し、アーカイブ配信をさせていただく場合があります。 

◆第１部：長崎被爆体験講話者 山田 一美さんによる講話 

爆心地より2.3kmの路上で被爆。国民学校6年生(12歳）だった。突如、真夏の太陽より更に明るい閃光に包ま

れ、ものすごい熱さに死を覚悟したが、幸い岩陰にいたため怪我もなく無事だった。自宅近くの溝に祖母・叔母と家

族3人で身を潜めながら、黙々と、破れた衣服で、怪我をして、杖にすがって、同僚の肩を借りて、幽鬼のように歩い

て行く被爆者の群れを見ていた。原爆の無差別性、非人道性を知ってもらいたい。 

◆第2部：土崎空襲体験講話者 伊藤 津紀子さん（土崎港被爆市民会議）による講話 

４歳で土崎空襲を経験。日本最後の空襲とされる土崎空襲の悲惨さを次世代へ伝える活動を行っている。 

◆原爆被災写真パネル展示 ◆土崎空襲資料展示 ※本イベントに関するお問い合わせ：０１８－８８８－５４６４ 

場所：土崎みなと歴史伝承館（秋田市土崎港西３丁目10-27／電話 018-838-4244） 

日時：7月14日（水）～7月28日（水）正午まで／開館時間：9時～１７時／休館日：火曜日  
 関連イベント 


